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勝
央
町
議
会
議
員
１２
人
が
決
定

４
年
間
、町
の
た
め
に
尽
力
を
誓
う

②國政　敏明（45）
無所属　現③
会社員　植月中

⑥水島　義明（74）
無所属　現③
農業　植月北

④福田　　美（63）
無所属　現③
自営業　黒土

⑧和田　忠治（62）
無所属　現④
農業　曽井

③植月　　彬（62）
無所属　現③
自営業　勝間田

⑦福田　　弘（59）
公明党　現④
農業　豊久田

①日笠　郁夫（69）
無所属　現②
農業　黒坂

⑤山下　行道（69）
無所属　現③
農業　畑屋

⑩日笠　善勝（73）
無所属　現⑥
農業　黒坂

⑫宮本　政幸（59）
無所属　現④
農業　河原

⑪西田文磨呂（67）
無所属　現④
農業　小矢田

⑨岡本　良市（67）
無所属　現⑥
農業　岡

勝央町議会議員役員名簿
（平成１８年４月１８日現在・◎委員長　○副委員長・敬称略）

【議　長】
宮本　政幸

【副議長】
西田文磨呂

【総務産業委員会】
◎福田　　美　○日笠　郁夫　　宮本　政幸　　岡本　良市
水島　義明　　國政　敏明

【民生文教委員会】
◎植月　　彬　○山下　行道　　西田文磨呂　　日笠　善勝
和田　忠治　　福田　　弘

【議会運営委員会】
◎福田　　弘　○國政　敏明　　福田　　美　　植月　　彬

【議会広報編集委員会】
◎植月　　彬　○日笠　郁夫　　西田文磨呂　　和田　忠治
山下　行道

【勝央町立小学校統合問題特別委員会】
◎宮本　政幸　○西田文磨呂　　他全員

【津山圏域東部衛生施設組合議会議員】
西田文磨呂　　福田　　美　　國政　敏明

【勝英衛生施設組合議会議員】
宮本　政幸　　日笠　郁夫

【勝田郡老人福祉施設組合議会議員】
岡本　良市　　水島　義明

【津山圏域消防組合議会議員】
和田　忠治　　福田　　弘

【津山広域事務組合議会議員】
福田　　弘　　植月　　彬

【勝英農業共済事務組合議会議員】
日笠　善勝　　山下　行道

任
期
満
了
に
と
も
な
う
１４
回
目
の
勝
央
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
４
月
４

日
に
告
示
さ
れ
、
定
数
１２
人
に
対
し
１２
人
の
届
け
出
が
あ
り
、
勝
央
町
始
ま
っ

て
以
来
初
め
て
の
無
投
票
選
挙
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
か
ら
定
数
が
１６
人
か
ら
４
人
減
の
１２
人
に
な
り
、
任
期
は
平
成
１８
年
４

月
１８
日
か
ら
平
成
２２
年
４
月
１７
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
４
月
１８
日
の
勝
央
町
議
会
第
３
回
臨
時
会
で
、
議
長
に
宮
本
政
幸
氏
、

副
議
長
に
西
田
文
磨
呂
氏
が
選
任
さ
れ
、
各
委
員
会
等
の
構
成
も
決
ま
り
ま
し

た
。新

勝
央
町
議
会
議
員
を
議
席
順
に
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

議席　氏　名（年齢）
所属政党　当選回数
職業　住所

廣

議
長
あ
い
さ
つ

こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
、
４
月

１８
日
の
初
議
会
に
お
き
ま
し
て
議

長
に
選
任
さ
れ
、
責
務
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
誠
心
誠
意
任
務
を

果
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
方
自
治
の
精
神
は
も
と
よ
り
、

私
は
町
政
の
原
点
は
町
民
の
暮
ら

し
に
密
着
し
た
問
題
の
解
決
に
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
限
ら
れ

た
財
源
を
執
行
部
と
一
体
と
な

り
、
最
も
効
果
が
得
ら
れ
る
使
い

方
と
な
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

本
町
は
平
和
で
企
業
誘
致
も

着
々
と
進
み
、
徐
々
に
で
は
あ
り

ま
す
が
、
若
者
が
定
着
す
る
安
定

し
た
町
へ
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
少
子
化
に
よ
る
小
学
校

の
統
合
問
題
を
始
め
と
し
た
課
題

も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
・

福
祉
行
政
に
益
々
意
を
注
ぎ
、
人

の
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
人
間
性

豊
か
な
、
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
格

別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議
長
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。議

長
　
宮
本
　
政
幸

廣

廣

廣



３
月
２０
日
、
青
年
海
外
協
力
隊
と

し
て
パ
ラ
グ
ア
イ
に
派
遣
さ
れ
る
安

井
絵
里
香
さ
ん
が
西
田
町
長
を
表
敬

訪
問
し
、
町
長
か
ら
「
若
さ
を
活
か

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

金
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

安
井
さ
ん
は
「
私
が
今
ま
で
陸
上

競
技
で
培
っ
た
経
験
を
次
に
渡
す
た

め
に
青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
パ
ラ
グ
ア
イ
に

は
、
陸
上
競
技
を
す
る
環
境
が
ま
だ

整
っ
て
い
な
い
の
で
、
陸
上
競
技
の

パ
ラ
グ
ア
イ
に
陸
上
競
技
の
普
及
を

青
年
海
外
協
力
隊

安
井
絵
里
香
さ
ん（
黒
土
）

普
及
に
励
み
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
文
化

を
学
び
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

安
井
さ
ん
は
パ
ラ
グ
ア
イ
で
２
年

間
、
陸
上
競
技
の
発
展
と
向
上
に
寄

与
さ
れ
ま
す
。

※
パ
ラ
グ
ア
イ

南
米
大
陸
の
中
央
に
位
置
し
、

首
都
は
ア
ス
ン
シ
オ
ン
。
亜
熱
帯

性
の
気
候
で
、
人
口
は
約
６
０
７

万
人
、
公
用
語
は
ス
ペ
イ
ン
語
。
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あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

▲親子で出演した「ハレルヤーズ」の２人

３
月
１６
日
、
豊
久
田
ハ
ウ
ス
部

会
研
修
会
が
行
わ
れ
、
新
規
就
農

者
を
含
む
２１
人
が
参
加
し
、
Ｊ
Ａ

勝
英
勝
田
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
と

勝
英
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
か

ら
ぶ
ど
う
づ
く
り
の
講
習
を
受
け

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
勝
英
勝
田
営
農
生
活
セ
ン

タ
ー
の
金
田
課
長
補
佐
は
、
農
薬

に
つ
い
て
残
留
農
薬
や
害
虫
予

防
、
農
薬
の
飛
散
予
防
に
つ
い
て

話
し
、
勝
英
農
業
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
の
安
井
主
任
は
、
温
度
や
湿

度
の
調
整
の
仕
方
や
発
芽
前
後
の

▲
説
明
を
熱
心
に
聞
く
参
加
者

管
理
の
仕
方
を
話
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
説
明
の
一
つ
ひ
と
つ
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
者
か
ら
「
も
う
そ

ろ
そ
ろ
指
定
さ
れ
た
農
薬
を
使
っ

て
も
よ
い
時
期
か
」「
い
ら
な
い

芽
が
増
え
て
き
た
が
、
切
っ
て
も

よ
い
か
」
な
ど
と
活
発
な
質
問
が

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

豊
久
田
ハ
ウ
ス
部
会
研
修
会

は
、
ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う
に
つ
い
て
の

知
識
を
得
る
た
め
に
、
３
月
か
ら

６
月
の
間
、
週
１
回
の
割
合
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
１９
日
、
勝
央
文
化
ホ
ー
ル

で
第
１
回
し
ょ
う
お
う
町
民
音
楽

祭
が
行
わ
れ
、
約
２
５
０
人
が
音

楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

１
回
目
と
な
る
今
回
は
、
１７
団

体
、
約
１
８
０
人
も
の
大
勢
が
参

加
し
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
、

日
頃
親
し
ん
で
い
る
音
楽
を
舞
台

上
で
披
露
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
観
客
に

伝
え
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら

わ
れ
ず
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
ホ
ル

音楽で交流を深める
第１回しょうおう町民音楽祭

ン
な
ど
の
吹
奏
楽
、
ギ
タ
ー
や

ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
な
ど
の
バ
ン
ド

演
奏
、
美
し
い
音
色
の
コ
ー
ラ
ス

な
ど
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
で
来

場
者
の
耳
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

「
し
ょ
う
お
う
町
民
音
楽
祭
」

は
、
町
内
の
音
楽
愛
好
家
の
交
流

を
深
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
音
楽

文
化
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ

た
も
の
で
、
毎
年
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

おいしいぶどうづくりを目指して
豊久田ハウス部会研修会

４
月
７
日
、
町
内
の
４
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ

れ
、
勝
間
田
小
学
校
で
は
５４
人
、
植
月
小
学
校
で
は

１４
人
、
吉
野
小
学
校
で
は
８
人
、
古
吉
野
小
学
校
で

は
４
人
が
小
学
生
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

吉
野
小
学
校
で
は
、
森
上
校
長
が
「
入
学
お
め
で

と
う
。
皆
さ
ん
は
今
日
か
ら
１
年
生
で
す
ね
。
早
く

学
校
の
生
活
に
慣
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
お
友
だ
ち
を

つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

ま
た
、
１０
日
に
は
勝
央
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ

れ
、
１
１
６
人
が
新
し
い
教
科
や
部
活
動
に
向
け
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

今日からピカピカの１年生
小・中学校で入学式

▲教室で元気よくお返事

３
月
１９
日
、
勝
央
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
第
３８
回
勝
央
町
消
防
操
法
訓

練
大
会
が
行
わ
れ
、
消
防
団
員
約
２

５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

優
良
消
防
団
員
表
彰
の
あ
と
、
大

会
が
行
わ
れ
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

に
４
チ
ー
ム
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の

部
に
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
頃
鍛

え
た
技
術
を
競
い
ま
し
た
。
大
会
は
、

火
点
を
消
火
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
、
水
源
確
保
か
ら
放
水
ま
で
の
一

連
の
動
作
を
ど
れ
だ
け
正
確
か
つ
迅

速
に
行
え
る
か
で
採
点
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
の
優

勝
チ
ー
ム
と
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

の
優
勝
・
準
優
勝
の
チ
ー
ム
は
４
月

２３
日
に
行
わ
れ
た
第
３８
回
勝
田
郡
消

防
操
法
訓
練
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。受

賞
者
及
び
大
会
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
優
良
消
防
団
員
表
彰
】

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

小
村
雅
紀

正
確
か
つ
迅
速
に

消
防
操
法
訓
練
大
会

（
精
績
章
）

前
原
弘
毅

【
大
会
成
績
】

第
３８
回
勝
央
町
消
防
操
法
訓
練
大

会（自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
）

優
　
勝
　
第
２
分
団
（
吉
　
野
）

準
優
勝
　
第
３
分
団
（
古
吉
野
）

第
３
位
　
第
１
分
団
（
植
　
月
）

（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
）

優
　
勝
　
第
５
分
団
（
高
　
取
）

準
優
勝
　
第
２
分
団
（
吉
　
野
）

第
３
位
　
第
４
分
団
Ａ
（
勝
間
田
）

第
３８
回
勝
田
郡
消
防
操
法
訓
練
大

会（自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
）

準
優
勝
　
第
２
分
団
（
吉
　
野
）

（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
）

第
３
位
　
第
５
分
団
（
高
　
取
）

郡
大
会
で
の
第
２
分
団
（
吉
野
）
の
競
技
の
よ
う
す
▼

▼激励金を受け取る安井絵里香さん

▲西田町長に登記書類を手渡すようす

３
月
３１
日
、
勝
央
町
役
場
に

植
月
輝
一
郎
さ
ん
、
福
島
卓
也

さ
ん
、
山
本
順
平
さ
ん
の
３
人

が
来
庁
し
、
植
月
中
地
内
の
金

山
谷
池
（
た
め
池
約
４
ｈａ
）
と

親
水
公
園
周
り
の
森
林
を
勝
央

町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

金
山
谷
池
は
永
年
に
わ
た

り
、
勝
間
田
ほ
場
の
用
水
源
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
平
成
６
年
の
干
ば
つ
の
際

に
は
改
め
て
そ
の
存
在
を
認
識

町に池と森林を寄贈

し
ま
し
た
。
町
は
今
後
と
も
勝

間
田
ほ
場
の
用
水
源
と
し
て
の

機
能
を
存
続
し
つ
つ
、
管
理
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
町
が
金
山
谷
池
の
周

辺
を
親
水
公
園
と
し
て
整
備
し

て
お
り
、
植
月
さ
ん
は
「
た
く

さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
憩
い

の
場
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
、
西
田
町
長
は

「
ぜ
ひ
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
２７
回
近
県
井
原
市
柔
道
大
会

（
３
／
１２
井
原
市
）

【
団
体
戦
】

（
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
）

準
優
勝
　
養
徳
館

【
個
人
戦
】

（
小
学
校
１
年
生
の
部
）

第
３
位
　
小
林
未
来
登

（
小
学
校
６
年
生
男
子
の
部
）

優
　
勝
　
藤
澤
征
憲

（
小
学
校
５
・
６
年
生
女
子
の
部
）

準
優
勝
　
難
波
実
里

◇
第
２３
回
若
獅
子
旗
西
日
本
な
ぎ

な
た
練
成
大
会（
３
／
２６
福
岡
市
）

【
演
技
競
技
】

第
３
位
　
植
月
小
也
香

片
岡
愛
結
美

【
試
合
競
技
】

第
３
位
　
片
岡
愛
結
美

◇
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交

流
大
会
（
３
／
２６
〜
２８
仙
台
市
）

優
　
勝
　
岡
山
県

※
大
将
と
し
て
田
渕
大
賀
く
ん
が
出

場

◇
勝
央
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
（
３
／
２６
勝
央
中
学
校
）

（
ミ
ッ
ク
ス
の
部
）

優
　
勝
　
チ
ー
ム
金
太
郎
Ｚ

準
優
勝
　
勝
田
フ
ァ
イ
ン
ズ

第
３
位
　
チ
ー
ム
金
太
郎
Ａ

（
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
）

優
　
勝
　
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ

準
優
勝
　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ジ
オ

第
３
位
　
ラ
ブ
リ
ー
ズ

◇
第
２６
回
津
山
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
長
旗
争
奪
大
会
（
４
／
９
津
山

市
）

優
　
勝
　
勝
央
ク
ラ
ブ

初の男子なぎなた。
アベック優勝。

全国高校選抜大会で
日本一！

３月２５日、２６日、兵庫県伊丹市で

第１回全国高等学校なぎなた選抜大会

が行われました。今大会では、男子の

競技が初めて開催され、勝間田高校の

雲地隆浩さん（３年生）が見事初代王

者に輝きました。

雲地さんは「初めて開催される大会

だったので絶対に優勝してやろうと

思っていた。次回の大会前に引退する

ので、今回が最初で最後の大会。悲願

の優勝を勝ち取れて、とてもうれしい

です」と話してくれました。

また、女子の部では個人競技で竹久

春香さん（２年生）が優勝、団体では

第３位と好成績を収めました。

【
農
業
共
済
出
向
】
総
務
課
長
▼

福
田
慶
三
（
上
下
水
道
部
参
事
）

【
議
会
事
務
局
】
山
下
愛
子
（
上

下
水
道
部
）【
出
納
室
】
室
長
▼

大
谷
文
子
（
税
務
住
民
部
参
事
補
）

【
総
務
部
】
参
事
▼
岸
本
明
男
（
農

業
共
済
出
向
事
務
局
長
）
主
査
▼

井
上
　
泉
（
税
務
住
民
部
主
査
）

【
税
務
住
民
部
】
参
事
▼
水
嶋
淳

治
（
産
業
建
設
部
参
事
）
参
事
補

▼
佐
古
昌
史
（
総
務
部
参
事
補
）

主
査
▼
藤
川
恵
子
（
総
務
部
主
査
）

【
産
業
建
設
部
】
盛
上
潤
一
（
総

務
部
）
【
上
下
水
道
部
】
檜
尾

尚
（
教
育
振
興
部
）
名
田
さ
ゆ
り

（
議
会
事
務
局
）【
勝
間
田
保
育
園
】

園
長
▼
浅
田
あ
け
み
（
植
月
保
育

園
園
長
）
保
育
士
▼
角
野
一
女

（
植
月
保
育
園
保
育
士
）
保
育
士

▼
打
波
幸
恵
（
植
月
保
育
園
保
育

士
）【
植
月
保
育
園
】
園
長
▼
植

月
美
和
子
（
勝
間
田
保
育
園
保
育

士
）
保
育
士
▼
福
田
　
忍
（
吉
野

保
育
園
保
育
士
）
保
育
士
▼
頃
安

敦
子
（
勝
間
田
保
育
園
保
育
士
）

【
吉
野
保
育
園
】
園
長
▼
佐
桑
和

子
（
高
取
保
育
園
園
長
）
保
育
士

町
職
員
人
事

▼
盛
上
さ
つ
き
（
勝
間
田
保
育
園

保
育
士
）
保
育
士
▼
有
国
華
恵

（
勝
間
田
保
育
園
保
育
士
）【
古
吉

野
保
育
園
】
園
長
▼
判
野
泰
子

（
吉
野
保
育
園
園
長
）【
高
取
保
育

園
】
園
長
▼
名
部
房
子
（
古
吉
野

保
育
園
園
長
）
調
理
員
▼
山
本
悦

子
（
古
吉
野
小
学
校
調
理
員
）

【
勝
央
中
学
校
】
調
理
員
▼
植
月

寿
美
枝
（
高
取
保
育
園
調
理
員
）

【
古
吉
野
小
学
校
】
調
理
員
▼
小

林
美
智
恵
（
勝
央
中
学
校
調
理
員
）

東
　
秋
博
（
健
康
福
祉
部
）

関
　
恵
子
（
出
納
室
室
長
）
竹
久

守
（
総
務
部
総
括
参
事
）
佐
藤
成

樹
（
税
務
住
民
部
参
事
）
万
代
徳

之
（
健
康
福
祉
部
清
掃
員
）
山
下

佳
子
（
勝
間
田
保
育
園
園
長
）

異
　
動

４
月
１
日
付
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

5月は

「水防月間」です
平成18年度テーマ

「洪水から守ろう

みんなの地域」

退
　
職

３
月
３１
日
付
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

採
　
用

４
月
１
日
付
（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
）



第１段階の人�

第２段階の人�

第３段階の人�

第４段階の人�

第５段階の人�

第６段階の人�

対　象　と　な　る　人�

生活保護受給者及び老齢福祉年金受給
者で、世帯全員が町民税非課税の人�

世帯全員が町民税非課税で、本人の年
金収入が年額80万円以下の人�

世帯全員が町民税非課税で、本人の年
金収入が年額80万円を超える人�

世帯の中に町民税課税者がいるが、本
人は町民税非課税の人�

本人が町民税課税で、前年の所得合計
が200万円未満の人�

本人が町民税課税で、前年の所得合計
が200万円以上の人�

保険料（年額）�

２６，３００円�

２６，３００円�

３９，４００円�

５２，６００円�
（基準額）�

６５，７００円�

７８，８００円�

所得段階�
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人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

〜
５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
〜

５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
、
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
憲
法
週
間
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、
憲
法
週
間
を
機
会
に
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
権
侵
害
の
原
因
と
な
る

「
身
元
調
査
」等
を
拒
否
し
ま
し
ょ
う

無
料
法
律
・

人
権
相
談
所
を
開
設

岡
山
弁
護
士
会
、
岡
山
地
方
法

務
局
で
は
左
記
の
と
お
り
無
料
法

律
・
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

▼
日
　
時

５
月
１２
日（
金
）

受
付
１０
時
〜
１２
時

▼
場
　
所

岡
山
地
方
・
家
庭
裁
判
所
津
山

支
部
（
津
山
市
椿
高
下
５２
）

▼
相
談
内
容

土
地
・
家
屋
、
交
通
事
故
、
離

婚
、
相
続
、
人
権
な
ど

▼
そ
の
他

事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
庶
務
係

�
０
８
６
―２

２
２
―
６
７
７
１

同
和
問
題
の
解
決
を
阻
害
す
る

「
え
せ
同
和
行
為
」を
排
除
し
ま
し
ょ
う

電
子
掲
示
板
上
で
の

差
別
書
き
込
み
等
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

65
平成１８年度から平成２０年度の

介護保険料が決まりました

歳以上の皆さんへ

介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
自
己
負
担
等

を
除
い
た
額
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
さ
れ
、
平
成
１８
年
度
か
ら
平
成
２０
年
度
は
左
記
の
表
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
に

そ
の
費
用
の
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
や
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
支
給
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
保
険
適
用

者
の
費
用
負
担
は
、
食
事
等
の
自
己
負
担
額
を
除
い
た
費
用
の
１
割
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

勝央町基準額　４，３８３円（月額）

「
全
国
一
斉
特
設

人
権
相
談
所
」設
置

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
法
の
施
行
日

で
あ
る
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
自
主
事
業

の
一
環
と
し
て
「
全
国
一
斉
特
設

人
権
相
談
所
」
を
設
置
し
て
、
皆

さ
ん
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
　
時

６
月
１
日（
木
）

受
付
１０
時
〜
１５
時

▼
場
　
所

勝
央
町
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

�
３８
―
３
１
１
６
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主催：勝央町ウォーキングの会�
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議�
※ウォーキングコースを募集しています。あなたのおすすめのコースを教えてください。�
　問い合わせ先：勝央町役場健康福祉部（�３８－７１０２）�

ウォ
ーキングの 集 い

ウォ
ーキングの 集 い

と　き　平成１８年５月２０日(土)�
　　　　９：００　農業集落排水神五郎地区処理施設集合�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約２時間：およそ５km）　�
ポイントポイント　ポカポカ陽気の中、お茶の香りを楽しみながら歩きましょ�
　　　　う！�
※集合場所が分からない人は、勝央町総合保健福祉センターに�
　８：４０に各自、車でお集まりください。スタッフが先導して�
　ご案内します。�

と　き　平成１８年５月２０日(土)�
　　　　９：００　農業集落排水神五郎地区処理施設集合�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約２時間：およそ５km）　�
ポイント　ポカポカ陽気の中、お茶の香りを楽しみながら歩きましょ�
　　　　う！�
※集合場所が分からない人は、勝央町総合保健福祉センターに�
　８：４０に各自、車でお集まりください。スタッフが先導して�
　ご案内します。�

このあたりを�
歩きます�

N

高根の茶園

至日本原

至勝間田

至
上
町
川

至
下
町
川

至
石
生

至
石
生

至
津
山

至
津
山

神五郎コミュニティハウス

神五郎池

集合場所
農業集落排水

神五郎地区処理施設

県
道
勝
央
勝
北
線

R429

大規模農道

芝
生
の
ち
く
ち
く
し
た
感
触
、
冷
た
い

砂
の
感
触
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
感
触
を
体

験
で
き
ま
す
。

全
身
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
育
ち
、
立
つ

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に

５
月
５
日
〜
１１
日
は「
児
童
福
祉
週
間
」で
す

新
緑
の
季
節
。
吹
く
風
も
気
持
ち
よ
く
、
お
弁
当
を
持
っ
て
外
に
出
か
け
た
く
な
り
ま

す
。思

い
き
り
体
を
動
か
し
て
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

砂
利
道
、
泥
ん
こ
道
、
坂
道
、
階
段
、

草
む
ら
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
歩
い

て
み
ま
し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
く

と
楽
し
い
も
の
で
す
。
た
く
さ
ん
の
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

歩
こ
う
歩
こ
う

横
に
倒
れ
な
い
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
と

土
手
す
べ
り
・
す
べ
り
台

毎
月
第
２
、
第
３
、
第
４
水
曜
日
（
休

み
の
週
も
あ
り
ま
す
）
の
午
前
１０
時
か
ら

１１
時
３０
分
ま
で
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
親
子
が
集
え
る
場

所
、
遊
び
の
場
所
、
何
で
も
気
軽
に
話
せ

る
場
所
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
会
を
続
け
る
た
め
に
協
力

し
て
く
れ
る
人
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

親
子
ひ
ろ
ば

（
親
子
遊
び
の
集
い
）

砂
場
で
は
い
は
い

り
、
足
を
ブ
レ
ー
キ
に
し
な
が
ら
、
す
べ

る
ス
ピ
ー
ド
を
楽
し
む
全
身
運
動
で
す
。

勝
央
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会
で
は
年
に

６
回
程
度
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
集
い
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
天
気
の
よ
い
日
は
も
ち

ろ
ん
、
雨
の
日
も
楽
し
ん
で
歩
い
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
に
い
つ
で
も
健
康
づ
く
り
を

し
て
も
ら
お
う
と
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
看
板
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ま
た
、
看

板
の
そ
ば
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

マ
ッ
プ
を
置
い
て
い
ま
す
。

ご
自
由
に
手
に
取
り
、
友
だ
ち
や
ご
夫

婦
で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
歩

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

勝
央
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

�町内５地区の
主なコースを選んでいます

（設置場所：
勝央町保健福祉センター）

�角土俵コースです。
町内唯一トンネルのある

コースです
（設置場所：植月小学校駐車場）



探しています探しています
　牛の鞍及び首輪、代掻き用マン�
ガにお心当たりの人はご一報くだ�
さい。�
　拝見におうかがいします。�
　　　　　　�３８－１２３４�

ノースヴィレッジ
　　イベント情報
ノースヴィレッジ
　　イベント情報

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

ファーマーズ朝市＆フリーマーケット ファーマーズ朝市＆フリーマーケット

5月の
《ゴールデンウィークフェスティバル》

（一部有料）
期　間　～５月７日（日）
内　容　宝さがしなどのミニゲーム、音楽

ショー、各種団体による屋台村、
世界のクワガタ・カブトムシ展な
ど

《ランチバイキング》
期　間　～５月７日（日）

１１：００～１５：００
料　金　中学生以上　１，５００円

小　学　生　 ８５０円
幼　　　児　 ５００円

《山野草展》（無料）
日　時　５月１３日（土）、１４日（日）

９：００～１６：００
《押花合同作品展＆体験会》（一部有料）
日　時　５月２０日（土）、２１日（日）

９：００～１６：００
内　容　勝英地区の押花教室による押花合

同作品展と簡単な押花づくり体験、
即売会など

《ファーマーズ朝市＆フリーマーケット》
日　時　５月２１日（日）

９：００～１４：００
場　所　ノースヴィレッジ第１駐車場

《いちご狩り体験》
時　間 １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
体験料　園内（採取した量により）

１５０円／１００ｇ
園外（食べ放題）
小学生以上　１，２００円
幼　　　児　 ６００円

※園外（食べ放題）はゴールデンウィーク中、
休止します。

休園日
火曜日（２日は開園）

2006.5月号�しううおょしううおょ広
報11 2006.5月号�しううおょしううおょ広
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お知らせのページ�

役場への電話・メール

総　務　部（�３８－３１１１）
soumu@town.shoo.lg.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（�３８－３１１２）
sangyou@town.shoo.lg.jp

土木・都市計画
（�３８－３１１３）

kensetsu@town.shoo.lg.jp

税務住民部
税　務（�３８－３１１４）
zeimu@town.shoo.lg.jp

国　　 保（�３８－３１１５）
戸籍・年金（�３８－３１１６）
choumin@town.shoo.lg.jp

健康福祉部（�３８－７１０２）
福　祉
fukushi@town.shoo.lg.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.lg.jp

上下水道部（�３８－３１１７）
上　水
suidou@town.shoo.lg.jp

下　水
gesuidou@town.shoo.lg.jp

出　納　室（�３８－１７５１）
suitou@town.shoo.lg.jp

教育委員会
教育振興部
学校教育（�３８－１７５２）
gakuji@town.shoo.lg.jp

社会教育（�３８－１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.lg.jp

議会事務局（�３８－１７５４）
gikai@town.shoo.lg.jp

募
集�

……�

申
請�

農
振
農
用
地
区
域
（
土
地
改
良
事

業
施
工
地
な
ど
農
業
の
振
興
を
図
る

区
域
）
に
住
宅
等
を
建
設
す
る
場
合

に
は
、
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
除
外

し
て
か
ら
農
地
を
転
用
す
る
必
要
が

あ
り
、
６
月
と
１２
月
の
年
２
回
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

６
月
の
農
振
除
外
申
請
の
受
付
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
住
宅

等
の
建
設
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人

は
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

６
月
１
日（
木
）〜
３０
日（
金
）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
産
業
建
設
部

�
３８
―
３
１
１
２

農
地
を
転
用
す
る
と
き
は

農
振
除
外
申
請
を

岡
山
県
警
察
で
は
、
次
の
と
お
り

警
察
官
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

５
月
９
日（
火
）〜
６
月
２
日（
金
）

▼
第
１
次
試
験
日

６
月
２５
日（
日
）

警
察
事
務
職
員
Ａ
募
集

（
大
学
卒
業
程
度
）

勝
央
美
術
文
学
館
で
は
、
動
物
の

絵
を
左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者

小
学
生
以
下

▼
サ
イ
ズ

自
由

▼
申
込
方
法

指
定
の
出
品
票
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
作
品
裏
面
に
貼
り
、
勝
央
美

術
文
学
館
へ
持
参
、
ま
た
は
郵
送

▼
期
　
限

６
月
１１
日（
日
）

▼
そ
の
他

作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ

ん
。
返
却
を
希
望
す
る
人
は
、
送
料

を
実
費
負
担
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
０
９
―
４
３
１
６
　
勝
央
町

薮
内
正
幸
原
画
展
企
画

「
ど
う
ぶ
つ
の
絵
展
」募
集

岡
山
県
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

５
月
１５
日（
月
）〜
６
月
２
日（
金
）

▼
第
１
次
試
験
日

６
月
２５
日（
日
）

▼
場
　
所

岡
山
市

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局

�
０
８
６
―
２
２
６
―
７
５
６
１

県
職
員
募
集

（
大
学
卒
業
程
度
）

5月3日（水）～5日（金）
ゴミ収集地区の皆さんへ
５月３日（水）～５日（金）は祝日のため、

ゴミ収集及び振替収集はありません。

�問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部　�３８－７１０２

お
知
ら
せ�

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、

小
学
校
３
学
年
終
了
前
ま
で
か
ら
小

学
校
終
了
前
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
４

月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

▼
手
続
方
法

【
小
学
校
４
年
生
の
児
童
】

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

【
小
学
校
５
・
６
年
生
の
児
童
】

・
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

児
童
手
当
の
対
象
が

拡
大
さ
れ
ま
す

不
妊
治
療
の
う
ち
医
療
保
険
が
適

用
さ
れ
な
い
体
外
受
精
及
び
顕
微
授

精
に
つ
い
て
医
療
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

▼
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
）

・
戸
籍
上
の
夫
婦

・
指
定
医
療
機
関
で
平
成
１６
年
４
月

１
日
以
降
に
治
療
を
開
始

・
夫
も
し
く
は
妻
が
請
求
日
現
在
、

岡
山
県
内
に
１
年
以
上
在
住

・
夫
及
び
妻
の
前
年
の
所
得
合
計
が

６
５
０
万
円
未
満

▼
指
定
医
療
機
関

（
財
）赤
堀
病
院
な
ど

▼
助
成
内
容

１
年
度
当
た
り
１０
万
円
を
限
度
に

５
カ
年
度

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
英
保
健
所

�
０
８
６
８
―
７２
―
０
９
１
１

不
妊
治
療

支
援
事
業

▼
救
済
給
付
対
象
者

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
り
中
皮
腫
や
肺

が
ん
に
な
っ
た
人
及
び
こ
の
法
律
が

施
行
さ
れ
る
前
（
平
成
１８
年
３
月
２７

日
施
行
）
に
こ
れ
ら
の
疾
病
に
起
因

し
て
死
亡
し
た
人
の
遺
族
。

▼
給
付
の
内
容

・
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
中
皮
腫
や
肺

が
ん
と
認
定
さ
れ
た
人

医
療
費
　
　
自
己
負
担
分

療
養
手
当
　
約
１０
万
円
／
月

葬
祭
料
　
　
約
２０
万
円

・
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
る
前
に
死

亡
し
た
人
の
遺
族

特
別
遺
族
弔
慰
金

２
８
０
万
円

労
災
補
償
の
対
象
と
な
ら
な
い

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
へ
の
救
済
給
付

勝
間
田
２
０
７
―
４
　
勝
央
美
術
文

学
館
「
ど
う
ぶ
つ
の
絵
展
」
事
務
局

�
３８
―
０
２
７
０

５
月
３１
日
は
自
動
車
税
の
納
期
限

で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

領
収
書
に
付
い
て
い
る
納
税
証
明

書
は
車
検
を
受
け
る
と
き
に
必
要
で

す
の
で
、
車
検
証
入
れ
な
ど
に
大
切

に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の

名
義
人
に
１
年
分
課
税
さ
れ
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
岡
山
運
輸
局

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
他
人
に
自
動
車
を
譲
渡
し
た
場
合

・
新
車
購
入
時
に
下
取
車
と
し
て
出

し
た
場
合

・
住
所
を
変
更
し
た
場
合

・
抹
消
（
廃
車
）
し
た
場
合

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
自
動
車
税
事
務
所

自
動
車
税
は

５
月
３１
日
ま
で
に

�
０
８
６
―
２
７
３
―
９
２
９
５

岡
山
県
美
作
県
民
局
税
務
部

�
２３
―
１
２
６
７

第
１７
回
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

参
加
者
募
集

▼
日
　
時

５
月
１４
日（
日
）

受
付
　
午
前
８
時
〜

※
小
雨
決
行
、
雨
天
順
延
（
５
月
２１
日
）

▼
集
合
場
所

勝
央
工
業
団
地
内

ア
ル
フ
レ
ッ
サ
フ
ァ
ー
マ（
株
）駐

車
場

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

�
３８
―
２
５
７
９

勝
央
町
公
民
館

�
３８
―
２
５
８
０

▼
場
　
所

岡
山
市

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
第

二
係�

０
１
２
０
―
０
５
５
―
３
１
４

特
別
葬
祭
料
　
　

約
２０
万
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

環
境
省
地
方
環
境
事
務
所
中
国
四

国
事
務
所

�
０
８
６
―
２
２
３
―
１
５
８
１

る
人額

改
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要

で
す

・
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
人

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
で

す

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
、
健
康
保
険
証
な
ど

▼
手
続
期
限

５
月
３１
日（
水
）

▼
そ
の
他
　

手
続
き
が
必
要
な
人
に
は
、
事
前

に
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
１７
年
１
月
１
日
以
降
に
転
入

し
た
人
は
、
平
成
１６
年
分
の
所
得
証

明
を
前
住
所
地
か
ら
取
り
寄
せ
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

�
３８
―
３
１
１
５



遊びにおいでよ遊びにおいでよ遊びにおいでよ
勝央　　術文学館 勝 央　　書 館美 図

開館時間：１０：００～18：00 　　　　　　　　　　�
休 館 日：くらしのカレンダーをご覧ください。�
ホームページ：http://www.town.shoo.okayama.jp/museum/index.htm

開館時間：１０：００～18：00 　　　　　　　　　　�
休 館 日：くらしのカレンダーをご覧ください。�
ホームページ：http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

「アシュリー　All About Ashley」

（アシュリー・ヘギ 著／扶桑社）

アシュリーは人の１０

倍の速さで年をとって

しまう難病です。まだ

１４歳ですが、９０歳近

い身体で老いと死に向

き合って生きていま

す。現在は治療法のな

い病気ではあるけれ

ど、それでも「私は

ハッピー」と笑顔を見せる彼女のとても前向きな姿

勢が伝わってきます。「みんなにも元気で前向きで

いてほしい」と願う彼女の言葉やイラスト、写真が

載っています。彼女の言葉が読む人の心に響いてく

る１冊です。

◆おはなしたいむ

絵本や紙芝居の読み聞かせをします。

・日　時：５月１３日（土）、２４日（水）

１１時～ ３０分程度

・場　所：勝央図書館

・「世間のドクダミ」（群ようこ 著／筑摩書房）

・「弥勒の月」（あさのあつこ 著／光文社）

・「三河恋唄」（西村京太郎 著／双葉社）

・「牛追いの冬」

（マリー・ハムズン 作・石井桃子 訳／岩波書店）

・「じしんのえほん－こんなときどうするの？」

（国崎信江 作・福田岩緒 絵・目黒公郎 監修

／ポプラ社）

・「ドラゴンは王子さま」

（茂市久美子 作・とよたかずひこ 絵／国土社）

児 童 書

一 般 書

新着案内

今月のイベント

おすすめの１冊

【特別展示室・展示室】

特別展「水野恭子展」（後期）（～５月２１日�）

【特別展示室】

木村毅と明治　其の１

－海外に活躍した明治の女性－

（５月２７日�～８月３１日�）

【展示室】

コレクション展Vol.１０「石田正典とその周辺」

（５月２７日�～６月２５日�）

【町民ギャラリー１】

下山薫展（～６月２５日�）

（前期：～５月２１日�、

後期：５月２７日�～６月２５日�）

【町民ギャラリー２】

綺堂・六福と新国劇（～５月２１日�）

永礼孝二展Vol.１（５月２７日�～６月２５日�）

下山薫展

下山薫は、明治４１年に勝央町岡に生まれ、岡山師

範学校時代に油彩画の技術を習得しました。昭和２

年に卒業し、その後は教職に携わりながら県北の美

術教育の推進を目的に、花房正実や天児芳慧、鷲田

重郎らとともに「美育振興会」をつくり、図画教育

の振興に力を注ぎます。また、戦後しばらくは疎開

中の福島金一郎や赤堀佐兵、当時、地元で制作活動

をしていた水野恭子らとともに芸術論を語り合うサ

ロンをつくり、写生会などを盛ん

に行い、版画では棟方志功の指導

を受けて独自の味わい深い版画作

品を残しています。今回は、それ

らの作品を通し画家としての氏の

足跡をたどるとともに、温順柔和

な人柄が滲み出るような安らかな

清浄感溢れる作品世界を紹介しま

す。

今月のトピック

今月の展示
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下山薫作「自画像」
（油彩・布

３３．３㎝×２４．２㎝）
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勝
央
町
で
は
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
の
袋
は
透
明
か
半
透
明
で
あ
れ
ば
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
昨
今
ゴ
ミ
袋
の
有
料
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
現
在
、
岡
山
県

内
で
も
半
数
以
上
の
自
治
体
が
ゴ
ミ
袋
を
有
料
化
し
て
い
ま
す
。

左
の
図
は
、
岡
山
県
下
の
自
治
体

を
ゴ
ミ
袋
の
有
料
化
・
無
料
化
で
区

分
し
た
も
の
で
す
。

岡
山
県
下
２９
市
町
村
の
う
ち
、
ゴ

ミ
袋
の
有
料
化
を
主
と
し
て
実
施
し

て
い
る
自
治
体
は
２１
市
町
村
に
上

り
、
そ
の
割
合
は
約
７０
％
に
な
り
ま

す
。

Ｑ．使えなくなった包丁は？

Ａ．小型不燃ゴミ（金属類）になり

ます。刃物等、危険な品目は、よく

見えるようにして出してください。

Ｑ．携帯電話（充電器を含む）、

ドライヤー、電気ポットは？

Ａ．粗大ゴミになります。粗大ゴミ

収集日に出してください。

このゴミどう出すの？

ま
と
め

現
在
、
勝
央
町
に
は
ゴ
ミ
袋
の
有

料
化
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
ゴ
ミ
袋
の
有
料
化
は
避
け
て
は

通
れ
な
い
道
の
よ
う
で
す
。

た
だ
、
住
民
の
一
人
ひ
と
り
が
今

ま
で
以
上
に
ゴ
ミ
と
環
境
の
こ
と
を

考
え
、
率
先
し
て
行
動
に
移
せ
ば
、

ゴ
ミ
袋
の
有
料
・
無
料
に
関
わ
ら

ず
、
環
境
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る

と
と
も
に
、
住
民
に
と
っ
て
も
住
み

よ
い
町
に
な
る
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

費
用
負
担
と
モ
ラ
ル

ゴ
ミ
袋
の
有
料
化
の
主
な
目
的

は
、
ゴ
ミ
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率

の
向
上
、
ゴ
ミ
処
理
費
用
の
負
担
の

公
平
化
な
ど
で
す
。

有
料
化
に
よ
っ
て
、
住
民
に
と
っ

て
は
厳
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
ゴ

ミ
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
り
、
環
境

に
優
し
い
ゴ
ミ
の
出
し
方
へ
と
変
わ

り
ま
す
。

ま
た
、
有
料
化
に
併
せ

て
行
っ
て
い
る
の
が
ゴ
ミ

袋
へ
の
記
名
。
ゴ
ミ
の
出

し
方
の
モ
ラ
ル
が
非
常
に

高
く
な
る
よ
う
で
す
。
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勝
央
短
歌
会
三
月
例
会
詠
草
抄

風
邪
に
寝
て
家
族
以
外
の
顔
も
見
ず
十
日
を
経
た
り
大
寒
に
入
る

青
井
千
賀
江

首
相
参
拝
の
是
非
を
問
は
る
る
靖
国
生
家
支
へ
ゐ
し
長
兄
眠
る

石
川
　
　
都

バ
チ
カ
ン
の
神
殿
気
高
く
聳
ゆ
る
に
使
役
の
奴
隷
の
苦
し
み
思
ふ

板
倉
　
淑
子

嫁
が
せ
し
娘
は
我
が
家
の
も
の
な
ら
ず
夫
の
命
日
ひ
っ
そ
り
と
過
ぐ

板
坂
多
美
子

庭
の
木
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
滅
に
は
し
ゃ
げ
る
曾
孫
は
馳
走
に
触
れ
ず

植
月
　
郁
子

嫁
の
た
め
紬
の
身
幅
直
す
指
草
取
り
に
荒
れ
て
糸
が
ま
つ
は
る

植
月
　
澄
子

師
の
君
の
逝
き
し
寒
夜
の
天
井
を
走
る
鼬
の
音
に
更
か
し
ぬ

岸
本
　
睦
美

裸
眼
で
は
無
理
な
る
辞
書
の
「
鬱
」
の
字
を
ル
ー
ペ
に
頼
り
い
く
た
び
か
書
く

河
本
　
啓
子

「
階
段
の
上
り
下
り
も
楽
に
な
る
」
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ふ
と
吾
を
迷
は
す

竹
久
　
郁
子

農
や
め
て
無
聊
顔
な
る
夫
の
前
吾
の
知
ら
ざ
る
碁
盤
持
ち
出
す

寺
坂
　
　
満

臘
梅
の
匂
ひ
初
め
し
を
言
ひ
て
佇
つ
庭
の
残
雪
に
陽
が
及
び
来
る

田
と
よ
子

大
安
の
今
日
ギ
プ
ス
よ
り
出
で
し
足
を
い
た
は
り
な
が
ら
歩
む
一
歩
を

濱
田
　
君
子

差
し
出
し
し
み
か
ん
旨
し
と
食
み
た
ま
ひ
し
声
残
り
ゐ
て
今
日
六
七
忌

檜
尾
ふ
さ
子

武
者
の
顔
も
て
揚
げ
凧
に
武
者
を
描
く
夫
の
甦
り
ぬ
冬
空
の
蒼

福
島
　
文
子

胎
児
の
如
く
ぐ
ま
り
て
寝
る
と
ふ
師
の
歌
を
雪
の
夜
更
け
に
思
ひ
つ
つ
寝
る

福
田
　
治
子

カ
ッ
ト
し
て
パ
ー
マ
を
か
け
て
す
っ
き
り
と
明
日
は
歌
会
に
出
で
て
ゆ
く
べ
し

光
石
　
和
子

ふ
る
郷
に
老
ゆ
る
を
い
ま
だ
う
べ
な
は
ず
寒
き
畑
に
大
根
を
抜
く

田
み
や
子

眉濱眉濱

サ
イ
モ
ン
勝
央
記�

第�

号�

58

Spring is here and the new school year has
arrived with it.  This is a time of change at school
for students and teachers.  Students are getting
used to new classmates, rooms and teachers.
Teachers are also adjusting to those things.  But
some of them have to learn a new way to work too.

Teacher rotation is not common in New Zealand
as far as I know.  Teachers apply for positions and
schools on an individual basis like any other job.
Systematic rotation is a common practice in both
public and private workplaces in Japan.  So March
and April definitely has a welcome and goodbye
feel to it. 

Retirement is also part of the spring season.
The age limit may vary, but this is an eventuality
all over the world.  Such a dramatic lifestyle
change affects everyone differently.  Free time 

can be a curse to some and
a blessing to others.  There
are many lifestyle choices
to make, the first of which
is what time to start your
day.  (zzz)

AS THE SEASONS CHANGE 「季節は変わる」

春が来て、新学年も始まりました。先生や生徒た

ちにとって生活が変わる時期ですね。生徒たちは、

新しい仲間・部屋・担任になります。先生たちに

とって同じこともあるし、何人かは通勤する新しい

道を覚える必要があります。

ニュージーランドでは、学校の人事異動は少ない

と思います。ニュージーランドの場合、職業を選ぶ

ときに採用試験と似た場合もありますが、ほとんど

は個人的な申し込み「希望」の方法です。先生は他

の職種と同じように１人で探します。日本で人事異

動は、学校・役場・会社のどこにでもあることです。

だから３月・４月は確かに出会いと別れのときで

す。

もう１つの春らしいことは退職です。国により定

年の年齢は違っても、世界中どこにでもあるでしょ

う。この大きな転機はみんな違う気持ちでしょう。

日中の時間が一気に空いて、

天国の人もあれば地獄の人も

います。新しい生活をつくる

ため、いろいろな考えがあり

ますね。まず、何時に起きる

ようにしますか。「ｚｚｚ」
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■町社会福祉協議会へ
◇黒　土　　山　洋介（亡母　鳥家はるゑ）

◇黒　土　石浦　長年（亡父　昭吾）
黒土老人クラブ、黒土あけぼの会にも

◇黒　土　　田　孝一（亡父　武夫）
黒土老人クラブにも

◇黒　土　石浦　正行（亡父　敏男）
黒土あけぼの会、勝央苑にも

◇　平　　武地　史朗（亡父　　人）
平老人クラブにも

◇植月北　水島　英雄（亡父　速）

◇豊久田　盛上　俊博（亡父　貞夫）
豊久田中老人クラブにも

◇美　野　丸尾　正人（亡母　ふみゑ）
美野老人クラブにも

◇河　原　清水　弘之（亡叔母　千江子）
町にも

◇石　生　板坂　　稔（亡母　夏代）

人の動き 平成１８年４月１日現在

人　口　１１，５１８人（前月比　－４９）

男　５，５３６人　　女　５，９８２人

世帯数　３，９２９世帯（前月比　＋１）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

満２０歳以上の人は、学生であっても

国民年金に加入しなければなりません。

しかし、学生は一般的に所得が少ない

ことから、本人の所得が一定額以下の

場合、申請して承認されると在学中の

国民年金保険料を後払いできる「学生

納付特例制度」があります。

対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大

学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校

及び各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学

する人で、夜間・定時制・通信制課程も含みます。

学生納付特例期間は、老齢基礎年金を受け取るため

に必要な期間に算入されますが、年金額には反映され

ませんので、将来受け取る年金を増額するため１０年以

内に保険料を納めることができる「追納制度」を利用

されることをお勧めします。なお、承認期間は、４月

から翌年３月までとなりますので、申請は毎年度必要

です。

詳しくは、津山社会保険事務所（�３１－２３６３）

へお問い合わせください。

ご存じですか？
学生納付特例制度

国
民
年
金

だ
よ
り

央勝かやわさ

美浪　巧
よし

朋
とも

さん
（岡／２０歳）

★お仕事は？
野上石油。給油作業やタイヤ・オイルの交
換をしています。
★趣味は？
剣道や車で走ること。
★理想の異性は？
品があって、明るく元気で笑顔が可愛い人。
★今、やりたいことは？
バイクの免許を取って、ツーリングがした
いです。
★最近の出来事は？
今年の１月に成人式を迎えました。
★まちに一言
勝央町が大好きで、ずっと勝央町で暮らし
ていきたいと思っているので、今のままの勝
央町であってほしいです。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
勝
央
町
在
住
で
頑
張
っ
て
い
る
若
者
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
紹
介
し
ま
す
。

掲
載
希
望
の
人
は
、
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
勝
央
町

役
場
総
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高

高

昨璋
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

在
校
生
を
代
表
し
て
生
徒

会
長
の
水
野
侑
衣
さ
ん
が
歓

迎
の
言
葉
を
述
べ
た
あ
と
、

新
入
生
を
代
表
し
て
池
田
賢

太
郎
さ
ん
が
「
生
徒
と
し
て

の
本
分
を
忘
れ
ず
勉
強
に
励

み
、
人
と
し
て
向
上
し
て
い

く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣

誓
し
ま
し
た
。

１
９
７
人
の
新
入
生
は
、

希
望
を
胸
に
高
校
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

学
路
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り

植
月
小
学
校

通

誇

▼
表
紙
の
写
真
は
、
４
月
１５
日
に
ノ
ー
ス

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
行
わ
れ
た
ポ
ン
テ
・
ペ
ル

レ
２
０
０
６
の
よ
う
す
で
す
。
あ
い
に
く

の
雨
で
し
た
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
愛
好

家
の
目
を
十
分
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

▼
５
月
３１
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
今
年
の
テ
ー

マ
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。

【Tob
acco:D

ead
ly
in
any
form

or
d
is-

g
uise

】
要
約
す
る
と
「
ど
ん
な
に
装
っ
て

も
タ
バ
コ
は
危
険
な
も
の
」
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
、
公
共
施
設
で
は
分
煙
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
駅
や
空
港
、
病
院
等

で
は
一
部
の
場
所
を
除
き
喫
煙
が
で
き
ま

せ
ん
し
、
そ
れ
が
世
の
中
の
流
れ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
勝
央
町
役
場
で
は

分
煙
化
が
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
完
全
な
分
煙
化
、
庁
舎
内
禁
煙

に
な
る
こ
と
が
非
喫
煙
者
の
私
に
と
っ
て

の
願
い
で
す
。

▼
左
の
写
真
は
豊
久
田
の
鶴
ヶ
逧
池
の

「
こ
い
の
ぼ
り
の
池
渡
し
」
で
す
。
総
勢

４９
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
が
５
月
の
高
い
大
空

の
中
を
雄
大
に
泳
い
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
と
が
き

り
と
責
任
を
持
ち
、３
年
間
を

勝
間
田
高
校

平成１８年度勝間田高校入学式のようす

荒

４
月
１１
日
、
総
合
学

科
８０
人
、
グ
リ
ー
ン
環

境
科
４０
人
、
食
品
科
学

科
４０
人
、
産
業
工
学
科

３７
人
の
新
入
生
を
迎

え
、
多
く
の
ご
来
賓
の

方
々
の
ご
臨
席
の
も

と
、
平
成
１８
年
度
の
入

学
式
が
厳
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

真
木
茂
校
長
は
生
徒

を
前
に
、
高
浜
虚
子
の

「
春
風
や
闘
志
い
だ
き

て

丘
に
立
つ
」
の
句

を
引
用
し
、
３
年
間
の

あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
に
闘
志

を
燃
や
し
て
取
り
組
み
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
達
成
に
向
け

て
最
大
の
努
力
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

の
教
員
が
児
童
と
と
も
に
通

学
路
を
歩
き
、
危
険
箇
所
を

点
検
し
な
が
ら
マ
ッ
プ
に
掲

載
す
る
危
険
箇
所
を
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
に
収
め
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
一
緒
に
歩
い
て
み
る

と
危
険
箇
所
を
子
ど
も
の
目

線
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
り
、
危
険
箇
所
に
立

ち
止
ま
り
、
な
ぜ
危
な
い
の

か
を
直
接
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
校
区
全
体
の
通

学
路
安
全
マ
ッ
プ
に
加
え

て
、
今
年
度
は
分
団
ご
と
の

詳
し
い
通
学
路
安
全
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
中
で
、
安
全
に

対
す
る
意
識
づ
け
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夜型生活の低年齢化
夜型生活の低年齢化が深刻で

す。
健康状態サーベイランス調査結
果によれば、ここ３０年ほどの間に
小・中・高校生ともに、起床時刻
は３０分ほど遅くなり、就寝時刻は
１時間半から２時間ほど遅くなっ
ています。高校生の半数は０時を
過ぎてから寝ています。
その結果「朝すっきり目がさめ
た」と言っている中・高校生は約
１５％に過ぎず、約３０％は「眠く
て起きられない」と言っています。
この朝寝坊型の生活は、体調不
良、朝食の欠食、気分のいらだち
や落ち着きのなさ等を招き、学習
能力に影響を及ぼすと言われてい
ます。

（教育委員会）

通学路を歩いての下校指導のようす

平
成
１８
年
度
は
１４
人
の
新

入
生
を
迎
え
、
全
校
児
童
１

１
６
人
の
植
月
小
学
校
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
度

末
よ
り
植
月
地
区
の
皆
さ
ん

に
は
、
登
下
校
時
に
子
ど
も

た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。

学
校
で
は
児
童
の
安
全
確

保
に
欠
か
せ
な
い
通
学
路
安

全
マ
ッ
プ
を
今
年
度
は
、
下

校
指
導
日
に
児
童
と
一
緒
に

作
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
４
月
１０
日
、
一
斉
下
校

の
あ
と
、
分
団
ご
と
に
担
当


